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年月日 　種　名
　場　　　所
（地区等）

成獣,幼獣
の別

頭胴長
(cm)※

体重
(kg)

性別 被害等
　　　　備　　　考
（使用した餌、疥癬症の
有無等外見上の所見等）

※頭から尻尾の付け根までの長さ（尻尾の長さを含まない）

おわりに 

 

この捕獲手法マニュアルは、対象とした外来の哺乳類による農作物への被害などへの一つの

対策として行われる有害鳥獣の捕獲に際して参考となるよう作成したものです。幅広い外来の

生物による被害の防止に関しては、平成 16 年 6 月「特定外来生物による生態系等に係る被害

の防止に関する法律」が公布されました。現在、国において同法の適用となる生物（特定外来

生物）の選定などその施行（公布後１年以内）に向け政省令等の整備が進められております。   

また、この法律では、国、地方公共団体及びその他の団体による特定外来生物の防除が可能

となりますが、今後、国が示す基本方針を踏まえ、地域の実情にあった検討を行い、適切な対

応を行う必要があります。 

 
 
 
 
 

 
 
 捕獲記録表  （例） 




